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霧
有
害
食
品
を
し
め
だ
す
八
つ
の
目

　
一
度
病
気
に
か
か
れ
ば
必
ず
病
院
を
た
ず
ね
る
。

　
だ
が
そ
れ
以
前
の
問
題
と
し
て
、
わ
た
し
た
ち
が
病

気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
日
夜
努
力
さ
れ
て
い
る
人

た
ち
が
い
る
。

　
い
わ
ゆ
る
「
食
品
監
視
員
」
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
で

み
ん
な
の
台
所
に
有
害
な
食
品
が
も
ち
こ
ま
れ
な
い
よ

う
に
監
視
す
る
の
が
主
な
し
ご
と
。

　
日
向
保
健
所
に
せ
き
を
お
く
監
視
員
は
い
ま
四
人
。

　
入
郷
を
含
め
る
と
三
千
軒
を
こ
す
飲
食
店
や
食
料
品

店
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
く
ま
な
く
み
て
ま
わ
り
、
店
頭

に
並
べ
ら
れ
た
商
品
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
そ
し
て
〃
こ

れ
は
〃
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
は
持
ち
帰
り
、
化
学

的
に
内
容
、
成
分
を
分
析
す
る
。
最
近
、
問
題
に
な
っ

た
も
の
に
「
チ
ク
ロ
」
が
あ
る
。
以
前
は
カ
ン
詰
め
や

清
涼
飲
料
水
に
多
く
使
わ
れ
た
が
、
発
ガ
ン
性
が
あ
る

と
の
こ
と
で
、
こ
の
一
日
に
店
頭
か
ら
姿
を
消
し
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
有
害
食
品
が
で
ま
わ
ら
な
い
と

は
限
ら
な
い
。

　
だ
が
、
こ
う
し
た
人
た
ち
の
か
げ
の
努
力
が
つ
づ
く

か
ぎ
り
、
わ
た
し
た
ち
は
安
心
し
て
食
卓
に
つ
け
る
。

’
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利
用
さ
れ
て
い
る
生
活
相
談
室

　
み
な
さ
ん
の
声
の
窓
口
「
生
活
相
談

係
し
が
昨
年
八
月
に
店
び
ら
き
し
て
満

一
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と

が
早
く
解
決
す
る
よ
う
に
お
手
つ
だ
い

／

し
た
り
、
市
民

と
市
政
を
結
ぶ

声
の
パ
イ
プ
役

を
果
す
の
が
こ

の
係
の
役
目
で

す
。　

日
曜
と
祭
日

土
曜
日
の
午
後

を
除
く
毎
日
、

市
役
所
玄
関
横

の
窓
口
で
各
種

相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
係
で

は
、
こ
の
ほ
ど

過
去
一
年
間
の

相
談
結
果
を
ま

と
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
の

相
談
件
数
は
三
百
十
件
で
、
な
か
な
か

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
膨
交
通
事
故
相
談
が
一
八
一
件
も

も
っ
と
も
全
般
的
に
市
政
に
対
す
る
苦

情
や
要
望
な
ど
は
少
な
く
、
全
体
の
約

十
響
に
あ
た
る
三
十
七
件
で
、
残
り
九

十
寳
、
二
百
七
十
三
件
は
交
通
事
故
相

談
や
、
公
害
な
ど
の
悩
み
ご
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
相
談
の
内
容
で
は
、
交
通
事
故
に
ま

つ
わ
る
も
の
が
圧
倒
的
で
、
半
数
以
上

の
百
八
十
一
件
、
つ
い
で
公
害
相
談
の

九
十
二
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
相
談
に
お
い
で
に
な
ら
れ

た
か
た
は
、
加
害
者
が
三
十
一
人
、
被

　
」
害
者
が
百
五
十
人
で
、
内
訳
け
は
①
自

　
賠
保
険
の
請
求
手
つ
づ
き
を
指
導
し
た

　
も
の
九
十
五
人
、
②
示
談
に
つ
い
て
指

　
尊
し
t
も
の
三
十
九
人
、
③
裁
判
に
つ

　
　
い
て
相
談
に
応
じ
た
も
の
十
六
人
、
④

　
こ
の
係
で
相
談
が
で
き
ず
県
事
故
相
談

　
所
に
紹
介
し
た
も
の
十
九
人
目
⑤
両
者

　
．
間
の
調
整
を
引
き
う
け
た
も
の
八
人
、

　
⑥
そ
の
他
四
人
で
す
。

　
　
ま
た
生
活
の
多
様
化
で
、
公
害
の
悩
．

　
み
ご
と
相
談
も
数
多
く
も
ち
こ
ま
れ
ま

．
　
し
た
。

　
内
容
で
は
①
悪
臭
に
関
す
る
も
の
も

の
が
一
番
で
二
十
一
一
人
、
②
ば
い
煙
が

十
八
人
、
③
汚
水
問
題
十
八
人
、
④
騒

音
十
六
人
、
⑤
粉
じ
ん
十
三
人
、
⑥
廃

液
三
人
、
⑦
振
動
に
対
す
る
相
談
二
人

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
相
談
は
、
根
本
的
な
解
決

に
は
い
た
ら
ず
、
ア
ド
バ
イ
ス
程
度
に

施
　
こ
と
し
、
第
四
回
目
の
九
月
定
例
市

”
議
会
は
、
さ
る
十
九
日
か
ら
十
月
一
日

曜
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

曜
　
こ
ん
ど
の
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案

濡
蠣
縫
幾

　
耀
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

　
婦

〃
．
雛
　
教
育
委
員
に
安
藤
泰
さ
ん

、
繕
灘
團

御
平
岩
）
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
．

霧
市
道
に
認
定

　
　
　
花
ケ
丘
団
地
内
の
十
一
，
路
線
（
延
長

函
　凶

邇
l
百
五
綴
）
が
、
市
道
に
認
定
さ
れ

塑
ま
し
た
。

　
ψ

V
　
　
　
一
般
会
計
に
．

卯
　
五
手
九
百
万
円
の
追
加

　擢

@
こ
ん
ど
の
議
会
で
、
こ
れ
ま
で
の
予

　
ノ

一

と
ど
ま
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
し
か

し
重
要
な
こ
と
が
ら
や
複
雑
な
問
題
は

各
関
係
機
関
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
早

い
解
決
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
　
・

　
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
相
談
の
内
、

約
六
三
響
は
解
決
し
て
い
ま
す
。

　
中
に
は
「
こ
ん
な
こ
と
な
ら
も
っ
と

早
く
相
談
す
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
係
員

を
よ
ろ
こ
ば
せ
る
便
り
も
あ
り
ま
し
た

　
み
な
さ
ん
の
手
足
に
な
っ
て

　
ま
た
、
市
政
の
要
望
は
相
談
と
は
別

に
手
紙
で
寄
せ
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
内
容
は
、
道
路
や
下
水
道
、
住

宅
問
題
、
市
役
所
の
窓
口
改
善
な
ど
大

へ
ん
立
派
な
ご
意
見
が
よ
せ
ら
れ
、
多

額
の
予
算
を
と
も
な
い
、
早
急
に
解
決

で
き
な
い
問
題
も
あ
レ
ま
す
が
、
し
か

し
で
き
る
だ
け
実
行
に
移
し
、
ご
要
望

に
こ
た
え
る
努
力
を
つ
づ
け
ま
す
。

　
現
在
、
係
員
は
四
名
で
す
が
、
み
な

さ
ん
の
手
足
と
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
気
が
る
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

へ
、
．
、
＼
ら
囑
、
．
、
、
ら
亀
、
、
．
、
、
◎
も
、
5
、
、
魅
し
｝
亀
曳
噛
、
、
．
、
噂
噛
、
・
ミ
し
・
、
、
塾
、
亀
ミ
、
．
・
、
し
・
、
・
・
、
、
・
、
し
・
、
し
ミ
㌧
．
・
、
、
・
築
，
・
、
魅
ミ
、
亀
・
、
剛
ミ
、
』
・
、
、
ミ
、
ミ
、
、
ミ
、
ミ
、
魅
ミ
、
・
・
、
ξ
、
、
ミ
、
・
ミ
、
・
・
、
・
ミ
・
ミ
・
ξ
、
ミ
・
ご
、
・
ミ
・
ご
、
～
～
、
・
ミ
・
ご
、
・
・
ら

算
十
五
億
五
百
八
十
九
万
六
千
円
に
、

五
千
九
百
八
十
万
三
千
円
が
追
加
さ
れ

総
額
十
五
億
六
千
五
百
六
十
九
万
九
千

円
の
予
算
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

　
追
加
の
内
容
は
、
人
件
費
な
ど
義
務

的
な
も
の
の
億
か
、
国
県
補
助
の
内
示

決
定
に
み
あ
わ
せ
て
追
加
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
な
お
追
加
の
主
な
も
の
は
、
○
財
産

管
理
費
に
百
三
十
七
万
円
、
○
来
年
四

且
に
予
定
さ
れ
て
い
る
県
知
事
、
県
議

曇
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
¢

富
高
・
山
口
林
道
の
整
備
も

会
議
員
選
挙
費
用
の
う
ち
、
今
年
度
内

に
必
要
な
経
費
百
四
十
七
万
円
、
○
身

体
障
害
者
や
老
人
福
祉
の
た
め
の
社
会

福
祉
費
に
八
十
一
万
円
、
○
養
護
老
人

福
祉
費
に
百
八
十
万
円
、
○
里
山
林
道

整
備
事
業
費
（
富
高
・
山
旦
林
道
）
に

千
二
十
四
万
円
、
○
漁
業
を
さ
か
ん
に

す
る
た
め
の
水
産
業
振
興
費
に
六
百
四

十
二
万
円
、
○
部
落
道
や
花
ケ
丘
通
線

を
舗
装
す
る
た
め
の
道
路
橋
梁
費
に
百

一
万
円
、
○
日
知
屋
江
良
地
区
で
行
な

冒
、
、
、
、
◎
、
、
鴨
、
、
、
．
、
、
魅
、
、
、
．
、
、
、
覧
、
、
も
＼
噛
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
亀
、
、
し
、
、
、
亀
・
、
亀
・
、
馬
．
・
、
、
・
、
、
．
、
、
し
ミ
、
ミ
、
噛
・
、
、
ミ
、
．
ミ
、
ミ
、
．
・
、
、
ミ
、
．
・
、
、
・
・
、
．
・
、
・
・
、
し
・
、
、
ミ
、
・
・
、
・
ミ
こ
、
・
・
ミ
・
ミ
・
・
ミ
ξ
、
ミ
、
3
、
・
・
支
ご
、
・
・
ミ
ご
、
・
・
ミ
・
ミ
ミ
、
く
・
・
｛
・
㍉

っ
て
い
る
東
部
第
二
地
区
公
共
団
体
区
　
喫

趨
騨
馨
希
詔
が
騰
岬

追
加
な
ど
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
曜

」
。
菱
馨
が
困
難
署
…

百
五
十
万
円
、
○
国
民
健
康
保
険
事
業
　
例

叩
薙
筋
縄
護
議
曝
に
　

陳
嘉
餅
盤
驚

　　
@　

@
騰
繍
難
灘
篇

・
灘
離
業
は
採
択
　

霧
鍵
鞭
蕪

懸
樋
糠
穂

　
会
細
島
港
支
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

噛蟹手骨’
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九
万
六
千
円
か
ら
十
五
万
円
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
得
比
例
を
利
用
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
高
額
の
年
金
を

　
老
後
の
安
定
し
た
生
活
を
お
く
る
た

め
に
、
も
っ
と
高
額
の
年
金
を
！
と
い

う
み
な
さ
ん
の
要
望
で
、
昨
年
、
国
民

年
金
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
て
、
こ
の

・
十
月
か
ら
「
所
得
比
例
制
」
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
国
民
年
金
所
得
比
例
制
と
い
う

の
は
、
こ
れ
ま
で
の
通
常
保
険
料
四
百

五
十
円
と
は
別
に
、
9
あ
ら
た
に
三
百
五

十
円
を
納
入
す
れ
ば
、
九
万
六
千
円
に

五
万
四
千
円
を
プ
ラ
ス
し
た
十
五
万
円

の
老
令
年
金
を
支
給
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　
纏
加
入
で
き
る
人
は

　
こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
人
は
、
現

在
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
で

地
方
税
法
に
定
め
て
あ
る
所
得
（
年
間

総
所
得
か
ら
必
要
経
費
を
差
引
い
た
所

得
の
こ
と
）
が
あ
る
人
や
、
所
得
は
な

い
が
農
業
、
漁
業
、
商
業
な
ど
の
家
庭

従
事
者
は
申
し
で
て
加
入
で
き
ま
す
。

た
だ
ル
、
申
請
免
除
、
法
定
免
除
中
の

人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　
螢
い
つ
で
も
や
め
ら
れ
る
か

　
収
入
が
な
く
な
っ
た
り
、
経
済
的
に

苦
し
く
な
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
い
つ
で

も
申
し
で
て
納
め
な
く
て
も
よ
い
手
つ

づ
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
診
た
、
逆
に
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
て

一
き
た
と
き
は
、
い
つ
で
も
申
し
で
て
再

び
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
■
加
入
し
な
い
場
合
の
差
額
は

　
前
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
の
通
常
年
金
だ
け
で
す
と
九
万
六

千
円
で
す
が
、
こ
の
所
得
比
例
制
に
加

入
さ
れ
ま
す
と
十
五
万
円
が
支
給
さ
れ

老
後
に
受
け
と
る
年
金
に
五
万
四
千
円

の
差
額
が
で
て
き
ま
す
。

　
■
比
例
制
加
入
の
手
続
き
は

　
こ
の
十
月
一
日
か
ら
、
市
保
険
年
金

課
の
窓
口
で
受
け
つ
け
を
は
じ
め
て
い

ま
す
。

　
加
入
ご
希
望
の
か
た
は
、
印
か
ん
と

一
月
分
の
保
険
料
三
百
五
十
円
を
も
っ

て
窓
口
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
少
し
で
も
老
後
を
豊
か
に
．
す
る
た
め

に
多
く
の
か
た
の
ご
加
入
を
お
す
す
め

し
ま
す
。あ

ぶ
な
い
シ
ン
ナ
ー
遊

市
内
で
も
流
行
の
き
ざ
し

‘

Y’

と
き
に
は
命
と
り
に
も
な
り
ま
す

　
最
近
、
新
聞
で
も
報
道
登
れ
た
よ
う

に
、
市
内
で
も
、
神
社
や
公
園
な
ど
人

目
の
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
　
「
シ
ン
ナ

ー
」
や
接
着
剤
で
あ
る
「
プ
ラ
ボ
ン
ド

・
セ
メ
ダ
イ
ン
」
な
ど
の
乱
用
遊
び
が

発
育
ざ
か
り
の
青
少
年
の
あ
い
だ
で
ふ

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
先
日
は
、
伊
勢
ケ
浜
で
シ
ン
ナ
ー
に

．
酔
っ
て
フ
ラ
フ
ラ
に
な
っ
た
四
人
の
中

学
生
が
補
導
さ
れ
、
そ
の
後
も
市
内
草

場
の
若
宮
神
社
境
内
や
公
園
な
ど
で
、

多
量
の
ボ
ン
ド
の
空
ビ
ン
、
遊
び
に
使

用
し
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
シ
ン
ナ
ー
や
ボ
ン
ド
は
、
数
回
吸
う

う
ち
に
最
初
は
の
ど
が
痛
み
、
頭
痛
や

は
き
け
、
め
ま
い
、
あ
る
い
は
と
う
酔

症
状
が
お
こ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
繰
り

返
す
う
ち
に
、
思
考
力
が
な
く
な
り
、

さ
ら
に
濡
す
う
神
経
が
お
か
さ
れ
、
し

だ
い
に
正
常
な
意
識
が
麻
ヒ
し
て
、
最

」
〆

後
に
は
精
神
障
害
を
生
じ
、
学
業
や
仕

事
が
い
や
に
な
っ
た
り
、
、
つ
ね
に
イ
ラ

イ
ラ
が
お
こ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
中
に
は
急
性
中
毒
で
窒
息
死
す
る
こ

と
も
あ
り
、
お
そ
ろ
し
い
結
果
を
ま
ね

き
ま
す
。

　
い
ま
、
警
察
署
や
学
校
、
青
少
年
問

題
協
議
会
な
ど
各
種
機
関
で
は
、
こ
の

不
健
全
な
遊
び
を
な
く
す
た
め
に
夜
お

そ
く
ま
で
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
は
次
代
を
荷
負
う
大
切
な
国
，

意
｝特異体質・∴ご注意

種痘の航法が

　　一部かわりました

　
最
近
、
予
防
接
種

に
よ
る
副
反
応
に
つ

い
て
社
会
の
関
心
が

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
「

が
、
種
痘
に
つ
い
て

接
種
方
法
が
一
部
つ

ぎ
の
と
お
り
変
わ
り

ま
し
た
。

＊
第
一
期
目
種
痘
は

　
生
後
二
月
か
ら
十

まちがった使用で命とりになるポンドやシンナー

の
宝
で
す
。
す
ご
や
か
に
育
つ
よ
う

に
、
保
護
者
の
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
の
人
た
ち
も
子
ど
も
の
遊
び
に
は
充

分
注
意
し
て
、
健
全
な
遊
び
の
指
導
を

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
シ
ン
ナ
ー
や
ボ
ン
ド
・
セ
メ

ダ
イ
ン
を
販
売
し
て
お
ら
れ
る
薬
店
、

文
具
店
の
か
た
は
、
子
ど
も
が
多
量
に

買
い
こ
む
よ
う
な
場
合
に
は
使
用
目
的

を
た
だ
し
、
で
き
れ
ば
保
護
者
や
学
校

の
証
明
を
持
参
し
た
子
ど
も
だ
け
に
売

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

二
月
の
間
に
う
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
之
ん
ご
は
生
後
六
月
か
ら

二
十
四
月
の
間
に
う
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

＊
接
種
す
る
皮
ふ
面
の
範
囲
が
小
さ
く

　
な
り
ま
し
た
。

＊
は
し
か
、
小
児
マ
ヒ
の
予
防
接
種
を

　
し
て
か
ら
一
月
経
た
な
け
れ
ば
う
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
予
防
接
種
で
も
軽
い
発

　
　
　
、

　
熱
、
発
赤
、
発
し
ん
な
ど
は
普
通
み
ら

　
れ
ま
す
が
、
た
い
て
い
は
二
、
三
日
で

　
な
お
り
ま
す
。

　
　
し
か
し
、
健
康
状
態
の
悪
る
い
人
や

　
け
い
れ
ん
体
質
の
人
、
特
異
体
質
の
人

　
妊
産
婦
な
ど
は
重
い
副
反
応
を
お
こ
す

　
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
接
種
前
に
は
・

　
必
ず
受
け
つ
け
に
申
し
出
ら
れ
る
よ
う

　
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
予
防
接
種
前
に
は
、
医
師
の
方
で
そ

　
の
日
の
身
体
の
状
態
を
お
た
ず
ね
し
ま

　
す
の
で
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
に
は
必
ず

　
お
母
さ
ん
が
っ
き
そ
っ
て
お
い
で
く
だ

　
さ
い
。
ま
た
接
種
日
に
は
忘
れ
ず
に
体

　
温
を
計
っ
て
、
受
け
つ
け
に
知
ら
せ
て

　
　
い
た
だ
く
と
よ
り
安
心
で
す
。
　
　
　
’

・
ふ
る
っ
て
ご
参
加
を

　
　
　
　
　
自
由
参
加
の
体
育
行
事

　
　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
．
文
化
祭
行
事

　
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ま
た
体
力
づ
く
り

　
の
ひ
と
つ
と
し
て
市
民
の
か
た
な
ら
だ

　
れ
で
も
参
加
で
き
る
十
月
申
の
体
育
行

　
事
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
き
め
ま
し
た
。

　
お
隣
り
ど
う
し
ゃ
、
知
人
、
友
人
で
チ

　
ー
ム
を
つ
く
る
な
ど
し
て
ご
参
加
く
だ

　
、
さ
い
。

　
　
お
申
し
込
み
は
、
市
教
育
委
員
会
ま

　
　
で
ハ
ガ
キ
、
電
話
で
け
っ
こ
う
で
す
。

　
＊
…
体
育
行
事
の
日
程
は

　
’
十
月
十
三
、
十
四
日
臨
六
人
制
バ
レ
ー

　
　
　
ボ
ー
ル
大
会
、
日
向
工
業
高
校
で
。
．

　
十
七
日
－
小
中
高
校
、
一
般
の
陸
上
競

　
　
技
記
録
会
、
富
島
高
校
グ
ラ
ン
ド
で

　
十
八
日
一
1
野
球
大
会
。
宮
崎
合
繊
、
日

　
　
向
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
。

　
　
二
十
四
日
口
小
中
高
校
体
操
大
会
。
富

　
　
島
高
校
で
。

　
・
二
十
五
日
1
1
野
球
大
会
。
宮
崎
合
繊
、

　
　
日
向
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
。

　
二
十
五
日
1
1
卓
球
大
会
（
小
学
校
以
上
）

　
　
富
島
高
校
体
育
館
で
。

　
二
十
五
日
闘
庭
球
大
会
（
小
学
校
以
上
）

　
　
富
島
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
。

も
臨
，

山．
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そ
こ
で
な
ぜ
事
故
が
・
：

二
倍
の
注
意
を
1
国
道
十
号
線

　
交
通
安
全
は
、
わ
た
し
た
ち
み
ん
凝
a
鼠
罎
で
引
引
．
，
で
む
罵
，
，
超
α
瓢
姻
ど
旗
ゲ
麟
．
，

ら
に
、
交
通
事
故
は
毎
年
増
え
て
い
ま
す
。
昨
年
、
全
国
の
交
通
事
故
の
死
者
は
一

万
六
二
五
八
人
（
県
内
一
六
〇
人
、
日
向
署
管
内
二
二
人
目
を
数
え
ま
し
た
。
．

　
そ
し
て
、
こ
れ
に
負
傷
者
九
五
万
一
〇
〇
〇
人
を
加
え
る
と
、
そ
の
数
は
全
国
民

の
約
一
響
に
あ
た
り
、
一
〇
〇
人
中
必
ず
一
人
が
交
通
事
故
に
あ
た
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
六
日
か
ら
全
国
一
せ
い
に
「
秋
の
交
通
安
全
運
動
」
も
は
じ
ま
り
ま
し
た
が

こ
う
し
た
幅
広
ろ
い
国
民
運
動
を
く
り
か
え
し
行
な
っ
て
も
、
な
お
か
つ
事
故
が
増

え
つ
づ
け
る
と
い
う
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。
．

　
今
月
は
市
内
の
事
故
多
発
地
点
を
中
心
に
そ
の
原
因
な
ど
を
さ
ぐ
っ
て
み
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
資
料
は
日
向
警
察
署
提
供
の
交
通
事
故
白
書
）

昭和45年10月号
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さ
フ
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、

晒

．。、仕。酒擢。
％
五
五
時
間
に
一
人
が
死
亡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
県
　
内
1

　
　
　
先
ず
県
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況
か

　
　
ら
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
昨
年
、
県
内
の
交
通
事
故
は
、
発
生

　
　
件
数
で
前
年
よ
り
三
〇
・
八
響
増
の
五

　
　
八
七
三
件
、
死
者
が
一
＝
・
二
響
増
の

　
　
　
一
六
〇
人
、
傷
者
は
四
七
・
五
暫
増
の

笏
一
日
に
二
人
が
負
傷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
日
向
署
管
内
1

　
　
　
で
は
、
日
向
警
察
署
管
内
は
ど
う
で

　
・
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
た
発
生
件
数
が
五
二

　
　
二
件
、
傷
者
七
四
五
人
と
県
内
事
故
の

　
　
約
一
〇
暫
に
あ
た
る
お
ど
ろ
く
べ
き
数

　
　
字
を
し
め
し
、
死
者
に
い
た
っ
て
は
四

　
　
三
年
の
一
二
を
大
幅
に
上
ま
わ
る
二
二

　
　
人
と
い
う
悲
し
い
記
録
が
で
ま
し
た
。

　
　
　
こ
の
こ
と
は
、
交
通
量
の
増
加
と
、

　
　
自
動
車
の
大
型
化
な
ど
で
、
事
故
も
し

　
　
だ
い
に
重
大
化
し
て
い
る
、
と
い
う
こ

　
　
と
な
の
で
す
。

　
　
　
は
“
死
”
に
つ
な
が
る

　
　
　
つ
ぎ
に
、
年
間
発
生
事
故
を
、
月
別

　
　
に
分
類
し
て
み
ま
す
っ

　
　
　
　
一
番
多
い
の
は
七
～
八
月
の
一
〇
〇

　
　
件
、
つ
い
で
四
～
五
月
の
九
九
件
、
九

　
　
～
一
〇
月
の
九
三
件
、
一
二
～
一
月
の

　
　
八
三
件
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
七
六
一
三
人
と
な
っ
て
お
り
、
一
日
平

　
均
に
す
る
走
、
発
生
で
一
六
件
、
死
者

　
は
○
・
四
四
人
、
傷
者
は
二
〇
・
八
人

　
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
と
く
に
死
者
は
、
五
五
時
間
に
一
人

　
が
死
亡
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の

　
増
加
率
は
、
九
州
で
は
大
分
に
つ
い
で

　
第
二
位
と
、
あ
り
が
た
く
な
い
結
果
を

．
．
し
め
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
み
ま
す
と
、
夏
の
酷
暑
時
の

　
疲
労
運
転
に
よ
る
事
故
、
春
秋
の
行
楽

　
シ
ー
ズ
ン
の
無
理
な
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
る

　
事
故
が
、
は
っ
き
り
数
字
の
上
に
現
わ

　
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
こ
こ
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
年

　
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
の
交
通
事
故
で

　
す
。
事
故
件
数
は
八
三
件
と
年
間
を
通

　
じ
て
は
多
い
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　
死
者
が
年
間
の
半
数
に
近
い
、
四
〇
・

　
九
警
の
九
人
を
数
え
て
い
る
こ
と
で
す

　
　
こ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
年
末

　
年
始
に
は
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
、
飲

　
酒
運
転
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
死

　
に
つ
な
が
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す

笏
魔
の
日
曜
日

　
　
さ
ら
に
ま
た
、
こ
れ
を
一
週
間
の
各

　
曜
日
ご
と
に
分
類
し
た
ら
ど
ん
な
結
果

　
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　
　
一
番
多
い
の
は
日
曜
日
の
八
二
件
、

　
つ
い
で
月
曜
日
の
七
八
件
、
火
曜
、
金

「

魏

■

奔
匙あ
巡
奮

趣響

「’

需こ

至細

「

」
’→①㌧　露

瀞一　　「ゆ一

三紬

一

「
陣大橋北詰交差点原町交差点

●

鶴町交差点

　
＊
事
故
件
数
　
一
〇
件

　
＊
傷
者
　
一
二
人

　
＊
死
者
○
人

延
岡
、
椎
葉
方
面
か
ら
は
下
り
坂
で
、

い
わ
ば
ス
リ
バ
チ
状
の
交
差
点
で
す
。

思
わ
ぬ
ス
ピ
ー
ド
が
で
て
い
ま
す
。
十

分
な
車
間
距
離
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
＊
事
故
件
数
十
二
件

　
＊
傷
者
　
一
五
人

　
＊
死
者
　
○
人

交
通
量
も
多
く
、
黄
信
号
で
も
無
理
し

て
突
込
む
車
も
あ
り
ま
す
。
青
色
で
も

交
差
点
で
は
ブ
レ
ー
キ
に
足
を
か
け
る

ほ
ど
の
慎
重
さ
が
必
要
で
す
。

　
＊
事
故
件
数
　
一
七
件

　
＊
傷
者
　
二
三
人

　
＊
死
者
○
人

右
折
違
反
に
よ
る
事
故
も
多
い
と
こ
ろ

で
す
。
中
央
よ
り
に
進
路
か
え
て
、
あ
・

わ
て
ず
に
、
対
向
車
と
の
距
離
を
十
分

に
考
え
な
が
ら
右
折
し
て
く
だ
さ
い
。

●

●
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，

酒酔い運転

これは必ず事故につながります

．揚交差点徐行違反霧、　：　　獣わき見運転蕪

＊
注
意
力
が
に
ぶ
る
。

＊
視
力
が
に
ぶ
り
、
見
え
る
範
囲
が
せ

　
ま
く
な
る
。
、

＊
反
応
動
作
が
に
ぶ
く
な
る
。

＊
誤
っ
た
動
作
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

＊
速
度
感
が
に
ぶ
り
、
恐
怖
感
が
な
く

　
な
る
。

ド
ー

＊
速
度
四
十
．
。
で
は
一
秒
間
に
十
一
材

　
を
走
る
。
ち
ょ
っ
と
の
わ
き
見
で
も

　
か
な
り
の
距
離
を
目
く
ら
同
然
で
走

　
る
こ
と
に
な
る
。

＊
危
険
を
知
る
の
が
お
そ
く
な
る
。

＊
危
険
を
知
っ
て
も
あ
わ
て
て
誤
っ
た

　
動
作
を
し
が
ち
に
な
る
。
．

曜
が
同
数
で
七
七
件
、
土
曜
の
七
五
件

あ
と
は
木
曜
、
水
曜
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
数
字
か
ら
み
る
と
、
　
「
悪

魔
は
日
曜
日
に
訪
れ
る
」
と
い
え
そ
う

で
す
。
　
導
．

　
日
曜
日
の
レ
ジ
ャ
ー
。
そ
の
疲
れ
を

月
曜
、
火
曜
日
ま
で
も
ち
こ
し
て
事
故

を
起
し
た
例
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
少
し
疲
れ
た
な
一
と
思
う
よ
う
な
時

こ
そ
慎
重
に
、
慎
重
に
運
転
を
。

影
日
向
市
内
で
七
三
％

　
「
事
故
は
ど
ん
な
場
所
で
…
」
。

交
通
事
故
白
書
に
は
、
日
向
市
内
が
ト

ッ
プ
で
三
八
三
件
（
七
三
・
三
管
）
、
つ

ぎ
が
門
川
町
の
七
六
件
（
一
四
・
五
暫
）

東
郷
町
二
〇
件
（
三
・
八
三
V
、
以
下
椎

葉
、
南
郷
、
西
郷
、
諸
塚
、
北
郷
の
順

と
い
う
結
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
、
交
通
量
の
多
い
国
道
十
号

線
、
三
二
七
号
線
が
い
か
に
多
く
の
事

故
が
発
生
し
て
い
る
か
が
わ
か
り
ま
す

　
で
は
国
道
十
号
線
の
ど
こ
で
事
故
が

、

お
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
る
場
所
を

知
り
、
、
そ
の
原
因
を
知
る
こ
と
は
事
故

防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
図
で

表
わ
し
て
み
ま
し
た
。

　
一
図
は
日
向
市
か
ら
門
川
ま
で
の
国

道
十
号
線
の
う
ち
も
っ
と
も
一
番
事
故

の
多
い
鶴
町
か
ら
塩
見
大
橋
ま
で
の
区

間
、
一
一
図
は
そ
の
中
に
あ
る
三
つ
の
交

差
点
内
の
交
通
事
故
発
生
図
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
の
原
因
は
、
安
全
運

転
違
反
が
一
番
で
、
つ
ぎ
が
右
折
違

反
、
三
番
が
車
間
距
離
の
不
足
、
四
番

が
優
先
順
位
違
反
、
そ
し
て
信
号
無
視

の
順
番
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
十
号
線
で

の
運
転
に
は
、
普
通
の
路
線
の
二
倍
も
‘

三
倍
も
注
意
を
は
ら
い
、
な
お
か
つ
交

差
点
の
運
転
に
は
十
分
な
慎
重
さ
が
必

要
と
い
え
そ
う
で
す
。

笏
秋
の
交
通
安
全
運
動

追越し底反

　
こ
と
し
も
十
月
六
日
か
ら
①
歩
行
者

と
く
に
老
人
と
こ
ど
も
の
事
故
防
止
、

②
飲
酒
運
転
の
絶
滅
、
③
無
謀
運
転
に

よ
る
事
故
防
止
の
三
つ
を
重
点
目
標
に

し
た
「
秋
の
交
通
安
全
運
動
」
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
は
年
ご
と
に
ふ
え
る
交

通
事
故
の
こ
の
現
実
を
み
つ
め
、
身
．
ち

か
な
問
題
は
卒
直
に
反
省
し
、
さ
ら
に

は
こ
う
し
た
運
動
に
も
積
極
的
に
と
り

＊
直
進
車
と
右
折
車
の
判
断
の
誤
り
。

＊
歩
行
者
や
左
右
か
ら
の
交
通
量
が
多

　
く
、
複
雑
で
あ
る
。

＊
前
後
左
右
に
気
を
く
ば
る
た
め
、
注

　
意
が
散
漫
と
な
る
。

＊
歩
行
者
が
盲
動
車
の
速
度
に
順
応
し

　
な
い
。

＊
追
い
越
し
に
は
思
い
の
ほ
か
長
い
距

　
離
が
必
要
で
対
向
車
と
正
面
衝
突
し

　
や
す
い
。
’

＊
前
車
を
す
れ
す
れ
に
、
し
か
も
直
前

　
で
も
と
の
車
線
に
も
ど
る
接
触
事
故

＊
前
車
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
視
界
が
せ
ま

　
く
な
る
。

＊
軽
自
動
車
は
加
速
が
不
足
し
、
無
理

　
な
追
越
し
に
な
る
。

事
故
者
の
九
割
が
死
亡

　
　
　
　
あ
わ
せ
て
踏
切
事
故
防
止
運
動
も

　
い
ま
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
国
鉄
で
も
、
こ
め
運

動
と
歩
調
を
あ
わ
せ
て
踏
切
り
の
事
故

防
止
に
と
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
踏
切
事
故
は
「
一
旦
停
止
し
て
必
ず

左
右
を
確
認
す
る
」
、
こ
の
ち
ょ
っ
と

・
し
た
動
作
で
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
防
げ
る

の
で
す
。

　
年
ご
と
に
自
動
車
の
発
達
は
ぬ
ざ
ま

し
く
、
農
村
や
漁
村
ま
で
普
及
し
、
交

通
量
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
踏
切
事
故
は
、
一
般
の
交
通
事
故
と

ち
が
っ
て
件
数
の
上
で
は
さ
ほ
ど
も
あ

り
ま
弦
ん
が
、
事
故
を
お
こ
せ
ば
九
割

ま
で
死
亡
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
日
向
市
内
で
も
四
十
年
以
降
に
十
七

件
の
事
故
が
発
生
し
、
二
十
二
人
が
死

亡
し
た
り
ケ
ガ
を
し
た
り
し
て
い
ま
す

　
踏
切
り
を
わ
た
る
と
き
は
つ
ぎ
の
こ

と
を
よ
く
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
ま
ず
一
旦
停
止
し
必
ず
左
右
を
確
認

　
し
て
渡
り
ま
し
ょ
う
（
列
車
は
速
い

　
う
え
、
走
行
音
が
小
辱
い
の
で
近
づ

　
ぐ
の
が
わ
か
ら
な
い
場
合
が
あ
る
）

ピ
ー
ポ
ー
・
ピ
ー
ポ
ー
音
に
．

　
十
月
一
日
か
ら
救
急
自
動
車
の
サ
イ

レ
ン
が
〃
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー
〃
音
に

か
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
消
防
自
動
車
と
救
急
自
動

車
が
同
じ
ザ
イ
レ
ン
で
は
、
一
般
の
人

た
ち
が
火
災
事
故
と
救
急
事
故
の
区
別

が
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
患
者
へ
の
心

理
的
影
響
も
大
き
い
な
ど
を
理
由
に
、

組
む
姿
勢
を
失
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ひ
い
て
は
、
そ
れ
が
ふ
え
つ
づ
け
る

交
通
事
故
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

（
註
）
こ
こ
に
あ
げ
る
死
者
数
は
、
即

死
の
場
合
で
、
救
急
病
院
に
運
ば
れ
、

後
日
手
当
の
か
い
も
な
く
死
亡
さ
れ
た

か
た
は
数
字
の
上
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

＊
安
全
設
備
の
あ
る
踏
切
り
を
渡
り
ま

　
し
ょ
う
（
警
報
器
が
鳴
っ
て
い
る
と

　
き
は
列
車
が
遠
く
に
み
え
て
も
絶
対

　
に
渡
ら
な
い
）

＊
自
動
車
が
踏
切
り
で
エ
ン
ス
ト
し
た

　
と
き
は
、
あ
わ
て
ず
列
車
を
と
め
る

　
手
配
を
し
ま
し
よ
う
（
発
煙
筒
を
必

　
ず
自
動
車
に
そ
な
え
て
お
く
）

＊
子
ど
も
は
踏
切
り
や
線
路
ち
か
く
で

　
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

県
下
い
っ
せ
い
に
切
り
替
え
ら
れ
た
も

の
で
す
。

日
向
市
で
も
、
さ
っ
そ
く
二
台
の
救
急
・

自
動
車
に
と
り
つ
け
ら
れ
、
万
一
の
救

急
の
と
き
に
そ
な
え
て
い
ま
す
。

　
ピ
ー
ポ
ー
ピ
ー
ポ
ー
の
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
な
が
．
ら
救
急
自
動
車
が
近
づ
い

た
と
き
は
、
道
を
あ
け
て
救
急
車
が
通

り
や
す
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱
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農地の問題

行政の問題

あ
な
だ
の
立
場
で

相
談
に
応
じ
ま
す

…
　
農
業
委
員
会
が
、
こ
と
し
か
ら
あ
た
ら
し
い
仕
事
と
し
て
「
農
地
流
動
化
対
策
事

…
業
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。

…　

_
地
が
欲
し
い
け
れ
ど
適
当
な
と
こ
ろ
が
み
あ
た
ら
な
い
と
か
Y
買
い
手
が
あ
れ

｝
ば
田
畑
を
手
放
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
場
合
は
、
あ
な
た
の
立
場
に
立
っ
て
ご
相
談

…
に
応
じ
る
制
度
で
す
。
ま
た
「
行
政
相
談
制
度
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
役
所
の

…
仕
事
は
な
ま
ぬ
る
い
と
か
、
こ
れ
は
困
っ
た
、
役
所
で
な
ん
と
か
し
て
欲
し
い
と
い

…
う
よ
う
な
、
役
所
に
対
し
て
苦
情
や
不
平
不
満
、
要
望
が
あ
る
場
合
、
親
身
に
な
つ

…
て
お
世
話
す
る
制
度
で
す
。
今
月
は
、
こ
の
二
つ
の
制
度
を
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち

…
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

霧
売
買
か
ら
相
続
・
贈
与
の

　
み
な
ざ
ん
が
農
業
を
手
び
ろ
く
す
る

た
め
に
田
畑
を
買
い
た
い
、
あ
る
い
は
、

借
り
た
い
と
か
、
ほ
か
の
仕
事
の
都
合

で
農
地
を
小
作
に
だ
し
た
り
、
ま
た
農

業
を
や
め
た
い
走
き
な
ど
、
あ
な
た
の

立
場
に
立
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

＊
も
っ
と
農
業
を
手
び
ろ
く
し
た
い
が

　
適
当
な
田
畑
が
み
つ
か
ら
な
い
。

＊
田
畑
を
一
ヵ
所
に
ま
と
め
た
い
が
、

■
交
換
相
手
と
の
相
談
が
う
ま
く
ま
と

．
ま
ら
な
い
。

＊
あ
と
と
り
が
ほ
か
の
仕
事
に
つ
い
て

　
手
不
足
に
な
っ
た
の
で
、
小
作
さ
せ

　
た
い
。
■

＊
適
当
な
買
い
手
が
あ
れ
ば
田
畑
を
手

　
放
し
て
も
よ
い
。

＊
田
畑
を
ま
と
め
て
あ
と
と
り
に
ゆ
ず

　
り
た
い
。

＊
相
続
や
贈
与
な
ど
し
た
い
が
、
税
金

　
の
こ
と
が
心
配
だ
。

＊
田
畑
を
売
る
か
、
貸
し
た
り
し
て
ほ

’
か
の
仕
事
に
つ
き
た
い
。

　
　
相
談
は
地
区
農
業
委
員
へ

　
こ
の
よ
う
な
す
べ
て
の
こ
と
に
つ
い

て
、
．
地
区
農
業
委
員
が
相
談
員
に
な
り

親
身
に
お
世
話
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
の
で
、
農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

．相象乾、置引．・〒莞三相一更

相
談
も

一
農
地
・
相
談
一

　
　
　
こ
ん
な
特
典
が

　
　
ま
た
、
こ
の
制
度
に
の
せ
て
田
畑
の

　
売
買
や
貸
し
つ
け
を
し
ま
す
と
、
つ
ぎ

　
の
よ
う
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　
＊
農
地
な
ど
を
買
い
受
け
る
場
合
、
資

5

　
　
金
が
必
要
な
と
き
は
優
先
貸
し
つ
け

　
　
き
れ
ま
す
。

　
＊
農
地
法
上
の
手
つ
づ
き
は
農
業
委
員

　
　
会
が
指
導
し
ま
す
。

　
＊
農
業
委
員
会
が
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
の

　
　
で
、
仲
介
料
は
一
切
無
料
で
、
個
人

　
　
の
秘
密
は
固
く
ま
も
ら
れ
ま
す
。

　
＊
農
業
振
興
地
域
内
で
は
登
録
免
許
税

　
　
譲
渡
所
得
税
な
ど
税
法
上
の
特
例
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
問
題
は
ど
う
か
な
あ
一
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
ら
で
も
、
お
気
が
る
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

醸
あ
な
た
に
か
わ
っ
て
問
題
解
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
行
政
相
談
1

　
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
・
テ
キ
パ
キ

や
っ
て
も
ら
え
な
い
。
不
親
切
な
扱
い

を
う
け
た
。
納
得
で
き
な
い
。
ど
う
し

て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
う
し
て
欲

し
い
な
ど
、
役
所
に
対
す
る
苦
情
や
相

談
、
意
見
が
あ
る
が
、
ど
う
も
関
係
の

役
所
に
は
申
し
出
に
く
い
と
か
、
ど
こ

に
申
し
出
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い

と
い
う
よ
う
な
か
た
は
い
ら
．
つ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
行
政
相
談
委
員
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　
取
扱
い
は
無
料
で
、
自
分
の
名
前
を

だ
し
た
く
な
い
か
た
、
申
し
出
の
内
容
・

を
秘
密
に
さ
れ
た
い
か
た
は
、
ご
希
望

に
そ
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
も
の
を
扱
い
ま
す

　
役
所
の
仕
事
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
行
政
相
談
で
扱
う
の
は
、
国
の
役

所
の
仕
事
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
鉄
、

品
々
公
社
、
専
売
公
社
、
公
団
、
公
庫

な
ど
の
よ
う
に
国
か
ら
特
別
の
監
督
を

う
け
て
い
る
法
人
の
仕
事
や
、
県
や
市

町
村
が
行
な
う
仕
事
で
す
。

　
苦
情
や
要
望
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
ど

の
役
所
と
関
係
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
よ
う
な
場
合
、
と
に
か
く
お

申
し
出
に
な
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。　

相
談
委
員
の
し
ご
と

　
行
政
相
談
委
員
は
西
民
間
の
有
識
者

の
中
か
ら
、
行
政
管
理
庁
長
官
が
委
嘱

し
て
い
る
も
の
で
全
国
の
市
町
村
に
原

則
と
し
て
一
名
つ
つ
お
か
れ
て
い
ま
す

　
委
員
は
、
申
し
出
ら
れ
た
か
た
の
相

談
相
手
に
な
っ
て
、
手
つ
づ
き
を
教
え

た
り
、
相
談
の
内
容
を
国
や
県
、
市
町

村
の
役
所
に
連
絡
し
て
解
決
を
は
か
り

ま
す
。
ま
た
そ
れ
で
も
解
決
し
な
い
と

か
、
役
所
の
処
理
が
適
正
で
な
い
と
き

は
、
行
政
監
察
局
に
通
知
し
て
検
討
や

あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す
。

相
談
委
員
は
大
山
順
一
さ
ん

　
こ
と
し
も
十
月
十
一
日
か
ら
一
週
間

　
全
国
で
「
行
政
相
談
週
間
」
が
行
な

わ
れ
ま
す
。
日
向
市
の
相
談
委
員
は
、

＊
大
山
順
一
さ
ん
（
市
内
財
光
寺
沖
町

、
六
六
（
電
話
二
〇
七
五
）
で
す
コ

　
電
話
、
手
紙
で
げ
っ
こ
う
で
す
。

お
困
り
の
と
き
、
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
．

犬の注射
狂
犬
病
予
防
注
射
を
つ
ぎ
の
日
ど
り
で

行
な
い
ま
す
。

　
こ
ん
ご
は
、
獣
医
師
が
犬
の
い
る
家

庭
を
訪
門
し
て
登
録
や
注
射
を
す
る
と

い
っ
た
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
か
ら
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
注
射
料
　
一
頭
に
つ
き
二
百
十
円
。

＊
該
当
す
る
犬
生
後
三
ヵ
月
以
上
。

　
な
お
、
こ
と
し
の
四
月
の
登
録
に
も

れ
た
か
た
は
、
注
射
料
の
ほ
か
に
三
百

円
の
登
録
料
が
必
要
で
す
。
カ
ツ
コ
内

は
実
施
時
間
。

十
月
二
十
日
時
市
役
所
（
九
時
～
三
時
）

二
十
一
日
1
1
畑
浦
公
民
館
（
九
時
ピ
十

　
時
）
、
細
島
支
所
（
午
時
半
～
十
一

　
時
半
）
　
　
　
　
　
　
．

二
十
六
日
1
1
曾
根
公
民
館
（
九
時
～
十

　
一
時
半
）

二
十
七
日
目
江
良
公
民
館
（
九
時
～
十

　
一
時
半
）

二
十
八
日
1
1
原
町
公
民
館
跡
（
九
時
～

　
十
一
時
半
）

二
十
九
日
1
1
亀
崎
公
民
館
拒
（
九
時
～

　
十
一
時
）

三
十
日
巨
庄
手
公
民
館
（
九
時
～
十
時
）

　
梶
木
公
民
館
（
十
時
半
～
十
一
時
半
）

十
一
月
二
日
“
五
十
猛
神
社
（
九
時
～

　
十
一
時
半
）
、
切
島
山
公
民
館
（
一

　
時
～
三
時
）

五
日
1
1
申
村
公
民
館
（
九
時
～
十
時
）

　
本
谷
公
民
館
（
十
時
半
～
十
一
時
半
）

・
六
日
1
1
永
田
公
民
館
（
九
時
～
十
時
）
．

　
奥
野
公
民
館
（
十
時
半
～
十
一
時
半
）

九
日
』
岩
脇
支
所
（
九
時
～
十
一
時
半
）

十
日
1
1
幸
脇
公
民
館
（
九
時
～
十
一
時
）

十
一
日
1
1
美
々
津
支
所
（
九
時
～
十
一

　
時
半
）

十
二
日
1
1
市
役
所
（
九
時
～
十
二
時
）

『rγ鴨 `：へ群醤i
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農
．
道
整
備
計
画
に

　
　
　
　
　
　
あ
な

　
市
で
は
、
昭
和
四
十
三
年
度
か
ら
、

耕
作
地
ま
で
自
動
車
や
耕
う
ん
機
が
乗

り
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
農
道
舗

こ
装
整
備
事
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

ま
た
来
年
度
か
。
ら
農
道
整
備
、
舗
装
の

五
力
年
計
画
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
そ
っ

た
計
画
的
、
効
率
的
な
農
村
の
国
づ
く

り
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　
い
ま
、
こ
の
五
力
年
計
画
書
に
、
み

な
き
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
よ
う
と

市
内
の
農
道
舗
装
要
望
書
の
と
り
ま
と

め
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
み
な
さ
ん
が
お
住
ま
い
に
な
っ
て
お

ら
れ
る
地
域
で
、
「
こ
の
道
路
だ
け
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍗
奄
も
恥
．
r
r
．
．
．
「
ず
㌧
「

　
　
　
　
　
　
　
　
獣
、
．

　
　
　
　
象

澱

　
　
・
…

ビ．

た
の
ご
要
望
を

ぜ
ひ
舗
装
し
て
欲
し
い
」
．
と
い
う
よ
う

な
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
十
月
三
十

日
ま
で
に
区
長
さ
ん
、
実
行
組
合
長
さ

ん
に
申
し
で
て
く
だ
さ
い
。

　
区
長
さ
ん
は
地
元
の
意
見
を
ま
と
め

て
農
林
課
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
市

で
は
そ
れ
を
も
と
に
五
ヵ
年
計
画
書
を

つ
く
っ
て
農
村
の
道
づ
く
り
を
す
す
め

て
行
き
ま
す
。

　
要
望
工
事
の
内
容
は
、
一
路
線
千
諸

以
内
で
、
巾
員
三
鍔
以
上
の
道
路
に
限

り
、
市
街
地
の
道
路
は
除
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■

一

や

」
－
肩
i
一
…
靖
，
バ
ゴ
隠
」
ヨ
」
；
…
コ
ー
．
一
，
，
．
“
3
鼠
「

　
　
市
役
所
別
館
完
成

　
市
役
所
西
側
に
こ
の
ほ
ど
市
庁
舎
別

館
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
別
館
の
建
設
工
事
費
は
、
約
八

百
五
十
万
円
で
鉄
骨
づ
く
り
、
一
階
が

清
掃
車
の
車
庫
、
二
階
が
事
務
室
に
な

っ
て
い
ま
す
。
，

　
こ
の
一
日
目
、
さ
っ
そ
く
日
向
市
開

発
公
社
と
清
掃
事
務
所
が
移
転
し
、
大

王
谷
を
開
発
し
て
新
し
い
酒
づ
く
り
の

仕
事
や
、
ゴ
ミ
を
な
く
し
て
清
潔
な
町

づ
く
り
の
仕
事
を
は
じ
め
ま
し
た
。

．
　
　
阜

し

♂Lう∵
．ρ

・
「
』
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市
内
日
知
屋
堀
川
一
六
八
四
七

　
下
　
　
野
　
　
哲
　
　
次

　
　
　
　
　
　
（
海
上
保
安
署
次
庸
）

　
着
任
し
て
聞
も
な
い
あ
る
雨
あ
が
り

の
朝
。

　
自
動
車
の
は
ね
る
春
泥
を
気
に
し
な

が
ら
堀
一
方
の
官
舎
か
ら
役
所
に
向
う

道
す
が
ら
、
突
然
わ
た
し
の
横
に
と
ま

っ
た
自
家
用
乗
用
車
の
ド
ア
が
開
い
て

「
ど
ち
ら
ま
で
行
か
れ
ま
す
か
、
途
中

ま
で
で
よ
か
っ
た
ら
ど
う
ぞ
…
」
と
、

．
五
十
年
輩
の
日
向
弁
の
方
か
ち
声
が
か

か
り
、
途
申
ま
で
、
お
く
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
な
れ
な
い
土
地
で
親
切
に
さ
れ
た
と

き
の
嬉
し
さ
は
、
そ
れ
を
味
わ
っ
た
人

で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
で
し
よ
う
。

　
わ
た
し
は
日
向
に
赴
任
し
て
き
て
間
．

も
な
く
、
こ
の
嬉
し
い
親
切
に
で
あ
い
．
・

ま
し
た
。

　
以
来
半
年
、
仕
事
の
関
係
で
、
い
ろ

い
ろ
の
方
が
た
と
お
つ
き
あ
い
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

が
よ
い
方
ば
か
り
で
す
。

　
こ
れ
は
青
い
海
、
青
い
空
、
そ
し
て

夕
べ
に
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
、
小
川
に

フ
ナ
が
泳
ぐ
、
い
ま
だ
に
汚
れ
を
知
ら

な
い
日
向
の
気
候
風
土
が
そ
う
さ
せ
る

の
で
あ
．
り
ま
し
ょ
う
か
。

　
「
住
め
ば
都
」
と
か
繁
し
の
人
は
よ

く
い
っ
た
も
の
で
、
着
任
当
時
の
不
便

さ
と
忙
し
さ
に
な
れ
．
た
い
ま
で
は
、
朝

な
夕
な
に
な
が
め
る
仏
舎
利
塔
や
、
細

島
港
に
入
港
す
る
大
小
ざ
ま
ざ
ま
な
船

を
な
が
め
る
と
き
鳥
ま
た
潮
の
香
た
だ

よ
う
伊
勢
ケ
浜
や
日
向
灘
の
岩
場
に
遊

ぶ
と
き
、
し
み
じ
み
「
日
向
よ
い
と
こ
」

と
思
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。

そ
し
て
自
分
の
仕
事
を
通
じ
て
、
こ
の

き
れ
い
な
海
、
青
い
空
を
汚
さ
な
い
よ

う
、
日
向
に
住
む
人
び
と
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
仕
事
を
し
ょ
う
と
心
に
き
め
て

お
り
ま
す
。
’

休
暇
セ
ン
タ
ー
店
び
ら
き

　
美
々
津
灯
台
を
南
下
に
み
お
ろ
す
遠

見
（
幸
脇
）
地
区
の
海
岸
よ
り
に
「
休
暇

セ
ン
タ
…
」
が
近
く
店
び
ら
き
し
ま
す

こ
れ
は
県
が
（
県
民
の
日
帰
り
レ
ク
レ

ー
シ
ヨ
ン
施
設
と
し
て
事
業
費
約
五
千

万
円
で
建
設
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　
鉄
骨
二
階
建
て
八
百
三
十
平
方
胡
の

本
館
と
日
向
灘
を
み
な
が
ら
入
浴
で
き

る
展
望
浴
室
、
大
広
澗
、
食
堂
、
和
室

な
ど
そ
な
え
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
、
お
家
族
お
そ
ろ
い
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

体
力
づ
く
り
で
全
国
、
表
彰

　
B
向
常
体
力
づ
く
り
市
民
会
議
（
議
長
目
市
長
）
が
、
こ
ん
ど
体

力
づ
く
り
国
民
会
議
か
ら
全
国
表
彰
を
受
け
ま
し
た
、

　
こ
れ
は
、
市
民
参
加
の
休
育
レ
ク
レ
ー
シ
ヨ
ン
や
体
力
テ
ス
ト

を
実
施
し
て
、
つ
ね
に
甫
民
の
重
力
向
上
に
つ
と
め
た
と
い
う
理

由
に
よ
る
も
の
で
す
。
先
日
七
日
も
、
九
電
日
向
営
業
所
の
み
な

さ
ん
の
体
力
テ
．
ス
十
層
行
な
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し

た
行
事
を
く
か
か
え
し
行
な
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
休
止
向
上
に
つ

と
め
て
ゆ
き
ま
す
。
、

、

安
全
願
っ
て
市
中
パ
レ
ー
ド
．

　
今
月
六
日
か
ら
秋
の
交
通
安
全
運
動

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
が
、
運
動
初
日
の

六
日
に
、
警
察
署
や
交
通
安
全
協
会
、

各
官
公
署
の
代
表
や
職
場
の
運
転
者
部

会
な
ど
多
数
が
参
加
し
て
、
交
通
安
全

の
市
中
パ
レ
ー
ド
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
パ
レ
ー
ド
に
は
旭
合
繊
の

バ
ト
ン
ガ
：
ル
も
参
加
し
、
道
行
く
人

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
と
し
こ
そ
み
ん
な
の
協
力
で
、
増

え
つ
づ
け
る
交
通
事
故
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
た
い
も
の
で
す
。

L㌔．

丁
　
覗
p
．、

㌦
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ぷ
。
る
ぜ
、

「跡

`
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

　
小
児
マ
ヒ
に
は
、
生
後
二
才
ま
で
の

乳
幼
児
が
一
番
か
か
り
や
す
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
市
衛
生
課
で
は
そ
の
予
防
と
し
て
、

こ
と
し
も
、
つ
ぎ
の
日
ど
り
で
生
ワ
ク

チ
ン
の
投
与
を
行
な
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
該
当
者
の
み
な
さ
ん
は
、
も
よ
り

の
投
与
場
所
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い

＊
対
象
者
1
一
昭
和
四
十
四
年
五
月
一
日

　
か
ら
四
十
五
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
。

＊
料
金
1
1
五
十
円
。
た
だ
し
生
活
保
護

　
家
庭
と
準
援
護
家
庭
は
無
料
で
す
か

　
ら
、
そ
の
こ
と
を
受
け
つ
け
に
申
し

　
で
て
く
だ
さ
い
。

玄
た
保
護
者
の
か
た
は
、
当
日
の
朝
赤

ち
ゃ
ん
の
体
温
を
計
っ
て
受
け
つ
け
に

お
知
ら
せ
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
母
子

手
帳
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
カ
ツ
コ
内

は
実
施
時
間
で
す
。

十
一
月
十
日
1
1
五
十
猛
神
社
（
一
時
半

　
～
三
時
半
）

十
一
日
“
三
股
病
院
（
一
時
半
～
二
時

　
半
）
渡
辺
病
院
（
三
時
～
四
時
）

十
二
日
一
1
細
島
小
学
校
（
一
時
半
～
二

　
時
半
）
日
知
屋
幼
稚
園
（
三
時
～
四

　
時
）

十
三
日
“
富
高
幼
稚
園
（
二
時
～
四
時
）

　
　
読
書
感
想
画
の
募
集

　
秋
は
読
書
に
、
ス
ポ
レ
ツ
に
最
も
よ

い
季
節
で
す
。

　
最
近
は
テ
レ
ビ
や
マ
ン
ガ
、
俗
悪
マ

ス
コ
．
ミ
な
ど
の
は
ん
ら
ん
に
よ
っ
て
青

少
年
の
読
書
習
慣
が
失
な
わ
れ
つ
つ
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
が
読

書
の
楽
し
み
を
知
り
、
良
書
へ
の
愛
着

心
を
も
つ
よ
う
に
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り

読
書
感
想
画
を
募
集
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
自
分
が
読
ん
だ
文
学
書
（
児
童
文
学

や
伝
記
な
ど
）
の
中
か
ら
、
も
7
と
も

感
め
い
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ

の
感
想
を
絵
画
で
表
現
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　
感
想
画
は
、
水
彩
、
ク
レ
ヨ
ン
を
問

い
ま
せ
ん
。
応
募
画
に
は
学
校
名
、
学
．

年
、
氏
名
、
読
ん
だ
本
の
名
前
、
感
想

画
に
つ
い
て
の
簡
単
な
説
明
を
記
入
し

た
用
紙
を
そ
え
て
く
だ
さ
い
。

＊
対
象
”
市
内
の
小
中
学
生
。

＊
し
め
切
り
日
1
1
十
月
二
十
五
日
。

＊
表
彰
H
市
長
賞
一
点
。
市
教
育
長
賞

　
一
点
。
市
文
化
協
会
長
賞
一
点
。
佳

　
作
若
干
名
に
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り

　
ま
す
。

＊
送
り
先
1
1
市
内
本
町
十
番
五
号
。
市

　
教
育
委
員
会
、
社
会
教
育
課
あ
て
。

＊
発
表
1
1
入
選
作
品
は
第
六
回
市
総
合

　
文
化
祭
お
よ
び
そ
の
他
の
機
会
に
展

　
示
公
開
し
ま
す
。
、
　
　
　
　
　
　
一

ご
家
庭
で
も
、
親
子
い
っ
し
ょ
に
二
十

分
間
読
書
を
す
す
め
る
な
ど
し
て
、
多

く
の
作
品
が
よ
せ
ら
れ
る
よ
う
ご
指
導

く
だ
さ
い
。

　
農
集
電
話
を
競
売

市
で
は
、
岩
脇
支
所
に
設
置
レ
て
い
る

農
集
電
話
一
台
を
、
平
岩
地
区
の
人
た

ち
に
限
っ
て
競
売
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

　
ご
希
望
の
方
は
岩
脇
支
所
か
、
市
役

所
総
務
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
⑩

・
申
し
込
み
は
十
月
三
十
一
日
で
し
め

切
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
競
売
で
落
札
さ
れ
て
も
電

話
局
の
配
線
の
都
合
で
設
置
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
9
｛

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
念
の
た
め
お

知
ら
せ
し
て
お
き
ま
す
。

　
引
揚
げ
者
国
債
買
上
げ

　
市
福
祉
事
務
所
で
は
、
二
十
日
か
ら

引
揚
げ
者
交
付
金
の
国
債
買
い
上
げ
を

行
な
い
ま
す
。

　
買
い
上
げ
の
ワ
ク
が
四
百
万
円
で
す

か
ら
、
ご
希
望
の
方
は
早
目
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
ゆ

　
買
い
上
げ
の
限
度
額
は
一
人
十
二
万

円
以
内
で
、
　
一
回
限
り
で
す
。
で
す
か

ら
以
前
に
買
い
上
げ
さ
れ
た
方
は
、
今

回
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
買
い
上
げ
率
は
残
り
額
面
の
約
七
割

で
ず
。

　
入
居
者
を
近
く
募
集

　
昨
年
、
市
内
公
園
通
り
櫛
の
山
団
地

に
市
営
住
宅
四
十
二
戸
を
建
設
し
ま
し

た
が
、
こ
と
し
も
引
き
つ
づ
い
て
、
い

ま
四
十
戸
の
建
設
工
事
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

こ
の
住
宅
は
二
月
中
に
は
完
成
す
る
予

定
で
す
が
、
完
成
に
先
だ
っ
て
十
幽
月

下
旬
か
ら
十
二
月
上
旬
ご
ろ
に
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
期
日
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、
ま

た
こ
の
欄
に
掲
載
し
ま
す
が
、
と
り
あ

え
ず
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
コ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
秋
の
終
り
ご
ろ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し
は
じ
め
ま
す
。

　
こ
の
病
気
は
、
夏
の
日
本
脳
炎
と
な

ら
ん
で
死
亡
率
も
高
く
、
秋
か
ら
春
さ
・

き
ま
で
長
い
間
流
行
し
ま
す
。

　
市
衛
生
課
で
は
、
こ
れ
か
ち
の
流
行

期
に
さ
き
が
け
て
、
つ
ぎ
の
日
ど
り
で

予
防
接
種
を
行
な
う
こ
と
に
し
ま
し
た

　
該
当
者
の
か
た
は
、
も
よ
り
の
場
所

で
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
予
防
接
種
は
毎
年
二
回

．
受
け
ま
せ
ん
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
二
回
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
対
象
者
”
満
三
才
以
上
の
か
た
。

　
た
だ
し
、
つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
は
接

　
種
を
受
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
①
発
熱
患
者
や
心
臓
、
血
管
系
、
そ

　
の
他
医
師
が
不
適
当
と
認
め
る
病
気

　
に
か
か
っ
て
い
る
人
。
ま
た
は
病
後

　
の
人
。

　
②
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
、
け
い
れ
ん
性

　
体
質
の
人
。

　
③
妊
産
婦
。

＊
料
金
睦
三
才
以
上
六
才
未
満
の
か
た

　
は
七
十
円
。
六
才
か
ら
十
五
才
未
満

　
の
か
た
は
百
円
。
十
五
才
以
上
は
百

　
五
十
円
で
す
。

実
施
時
間
は
、
ど
の
会
場
も
午
後
二
時

か
ら
三
時
半
ま
で
。
①
は
第
一
回
目
の

接
種
日
、
②
は
二
回
目
の
接
種
日
で
す

細
島
小
学
校
H
①
十
月
十
九
日
、
②
十

　
月
二
十
六
日

准
看
護
学
校
1
1
①
十
月
二
十
日
、
②
十

　
月
二
十
七
日

幸
脇
公
民
館
1
1
①
十
月
二
十
一
日
、
②

　
十
月
二
十
八
日

五
十
猛
神
社
H
①
十
月
二
十
二
日
、
②

　
＋
月
二
＋
九
日

日
知
屋
幼
稚
園
開
①
十
月
二
十
三
日
、

　
②
十
月
三
十
日

塩
見
小
学
校
昨
①
十
一
月
十
六
日
、
②

　
十
一
月
二
十
四
日

渡
辺
病
院
H
①
十
一
月
十
七
日
、
②
十

　
一
月
二
十
五
日

「三

ﾒ
病
院
1
1
①
十
一
月
十
八
日
、
②
十

　
一
月
二
十
六
日

切
島
公
民
館
1
1
④
十
一
月
十
九
日
、
②

　
十
一
月
二
十
七
日

富
高
幼
稚
園
『
①
十
二
月
一
日
、
②
十

　
二
月
八
日

悪
書
追
放
〃
詮
な
い
運
動
〃

　
エ
ロ
を
売
り
も
の
に
し
た
よ
う
な
有

害
な
雑
誌
や
週
刊
紙
が
、
最
近
か
ず
多

く
で
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
発
育
ぎ
か
り
の
青
少
年

へ
の
悪
影
響
も
大
き
く
、
非
行
化
の
原

　
　
．
り

因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
も
十
月
一
日
か
ら
、
県
下
一

せ
い
に
、
こ
う
し
た
悪
書
追
放
の
「
三

な
い
運
動
」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

「
読
ま
な
い
」
「
見
せ
な
い
」
「
売
ら
な

い
」
の
三
つ
の
合
い
こ
と
ば
で
悪
書
を

な
く
し
、
青
少
年
を
明
る
い
環
境
の
中

で
育
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

〃
こ
れ
は
ど
う
か
な
〃
と
い
う
よ
う
な

本
は
家
庭
に
持
ち
こ
ま
な
い
よ
う
に
し

焼
却
す
る
か
、
駅
前
、
蘭
交
日
向
営
業

所
前
、
フ
ク
エ
ー
大
丸
前
の
白
い
ポ
ス
．

ト
に
入
れ
ま
し
よ
う
。

　
自
衛
官
募
集

　
い
ま
一
．
一
等
陸
海
空
士
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

＊
応
募
資
根
1
1
十
八
才
か
ら
二
十
五
才

　
ま
で
の
男
子

＊
身
分
1
1
特
別
国
家
公
務
員
と
し
て
待

　
遇
さ
れ
ま
す
。

車
両
、
通
信
、
電
気
機
械
な
ど
各
種
の

免
許
が
得
ら
れ
る
よ
う
教
育
を
行
な
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
技
術
の
習
得
が
で
き

ま
す
。

　
応
募
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
市
民

生
活
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
今
月
の
納
税

　
市
民
税
第
三
期

　
健
康
保
険
税
第
三
期

国
民
年
金
保
険
料
も
お
早
目
に
。

鋼一㎜人ロー・・繍・

　　　（10月1日現在）

　男　22．950人前尾丈亀

　女25．498人60人増

　計48．448人68人増
女
鑑
購

世帯2縄§12．568世帯

凋
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